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歯学部関係者にはご存じのよ

うに，現在，学校法人の事業計

画として旗の台地区（Ｃサイト）

の再整備計画を進めています．

医歯薬学部の教育施設の充実，

関連研究組織のセンター化に加

えて，将来は洗足校舎と歯科病

院を旗の台地区に移転し，大学

病院と有機的に連携した歯科医療の提供を進める計

画です．すでに，教育施設や研究施設に加えて，歯

科医療センターの基本的な構想図面案がまとめられ，

歯学部教授会で紹介され，広く意見の収集を始めて

います．しかし，Ｃサイト計画の完成には相当な年月

を要するため，歯学部・歯科病院においては，現在の

洗足地区で，教育・診療の歩みをとどめることなく最

大限の努力をしていくことが必要です． 

歯科病院は昭和５２年に開院しました．地上６階，

地下２階立てで，教育病院として６階には臨床講堂が

あります．開院当初は１日に最大５００名の外来患者

を想定していたのですが，年々患者が増大し，現在

では平均して７５０名，多い日には１,０００名近い患者

が来院します．以前は４年生から６年生まで３学年の

学生が歯科病院（洗足校舎）で臨床教育を受けてい

ました．しかし，平成１８年度からの卒後研修制度の

必修化に伴いほぼ１学年分の研修医が増えることに

なり，歯科病院が手狭になることが予測されたため，

カリキュラムを変えるとともに，旗の台校舎の実習室

を整備して，平成１６年からは４年生まで旗の台校舎

で教育を受けています． 

歯科病院の本体（１号棟）に加えて，現在は教務課，

食堂，会議室，研究室などが入っている２号棟と，図

書室，ロッカー室，研究室に使用している４号棟があ

ります．以前は環七の中原街道よりにあった３号棟

（研究棟）を使用していましたが，歯科病院から離れ

ており処分しました．歯科病院には平成１６年以降，

新しい診療科を開設し，事業計画に基いて，順次，外

装・内装や設備を整備してきました．しかし，スペース

不足は否めず，患者に不便を強いていますし，カルテ

や模型等の保管にも苦慮している現状です．また，臨

床実習と臨床研修の充実に関しても教育・研修スペ

ースのさらなる整備が求められています． 

このたび，学校法人の事業計画に基づき，洗足校

舎の校地に隣接した企業の土地を取得することがで

きました．また，現在の４号棟は賃貸物件でしたが，

こちらも土地・建物を学校法人が取得することができ

ました．歯科病院が開院して以来，隣接地を取得でき

たのは初めてです．これにより，環七から洗足駅前に

向かうメイン

の道路に校

地 が 面 す る

ことになり，

ス ペ ー ス だ

けでなく環境

も 格 段 に 改

善します．新

取得物件は，

学生の教育環境と病院機能の改善のために有効活

用する予定です．歯学部・歯科病院の評価を高める

ために，関係者のご理解とご支援を宜しくお願いいた

します． 

 

 
７月５日の夕刻，説明会が開催されました。集まっ

たのは研修医６名と６年生２５名ほどでした．学生は

きちんとスーツで来ていました．ワクワクした大学院

生活を過ごし，研究マインドを持った良き歯科医師に

なることを願っていることを熱く伝えました．来年度の

マッチングも踏まえて，学生達も真剣に聞き入ってい

ました。全体説明の後，８教室からの教室紹介があり

ました． 

まずは秋季入学の試験が９月３日に行われます．

説明会は今後，９月６日の１８：３０，１１月２２日の１

８：３０，１２月１６日の１６：００に歯科病院臨床講堂で

開催予定です．大学院入試の詳細については，昭和

大学ホームページ > 学部・大学院 > 大学院歯学研

究科 > 入試情報をご覧下さい． 

 

日 程 秋入学 春入学Ⅰ 春入学Ⅱ 

願書締切  ８／１２ １１／２８  ２／１０ 

試 験  ９／３ １２／１０  ２／１８ 

合格発表  ９／２２ １２／２２  ２／２９ 

入学式 １０／１ ４／ ７  ４／ ７ 

歯科病院・洗足校舎のさらなる整備に

向けて 
歯学部長 宮崎 隆

大学院歯学研究科説明会のご案内  
 歯学部研究科運営委員会委員長 佐藤裕二

昭和大学歯学部だより ２０１1．７号   ２０１1．７．３１発行 

通算９２号 

発行責任者：歯学部長 宮崎 隆，編集責任者：広報委員長 井上 富雄 
〒１４２-８５５５ 東京都品川区旗の台１-５-８ TEL: ０３-３７８４-８０００ 

ホームページ： http://www.showa-u.ac.jp 
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中国の天津医科大学口腔医学院（歯学部）と本歯

学部は，平成１６年に交流プログラムを締結し，教育

職員，学生レベルの実質的な交流を進めてきました．

これまで，選択実習生として本学から７名の学生を受

け入れていただきました．このたび，久しぶりに天津

医科大学を訪問し，郝（ホウ）学長から名誉教授の称

号を拝受する機会を得ました． 

オリンピックで北京空港をはじめ，インフラの整備が

進み，北京から天津まではこれまで高速道路で２時

間かかっていましたが，新幹線で３０分（最高時速 

３５０ｋｍ）でした．天津市は北京市，上海市と並ぶ特

区であり，人口は１,４００万人で，高層ビルの建築ラッ

シュで発展の勢いを感じました． 

天津医科大学は今年が創設６０周年にあたり，丁度

６月１５日に大規模な式典を開催したばかりで，キャ

ンパス内はまだ祝賀ムードに包まれていました．天津

医科大学は医学・医療系の総合大学であり，医学部，

歯学部，薬学部，看護学部のほかに，臨床検査技師，

診療放射線技師，視能訓練士などの学部，さらに医

学英語の学部など１８学部があります．附属病院は

本学のような直轄の附属病院が７つですが，その他

に非直轄の附属病院が１３，教育病院が４３あります．

興味深いのは，留学生の医学教育をしている 

International Medical School で，１５年前に２０名くら

いの受け入れで始まったのが，今では世界６０国から

１,４００名を受け入れて，学部レベル（５年制）と大学

院レベルの教育を全て英語でしています．特筆すべ

きは，この学部の建物内にある模擬病院で，ナース

ステーションから，救急治療，手術室，ＩＣＵ，一般病

棟，産科などに患者シミュレーターが完備して，学生

のスキルズラボとＯＳＣＥに活用していました． 

口腔医学院（歯学部・歯科病院）はメインのキャンパ

スの東南の角に位置している５階建ての建物です．

中国は大学や病院も全て等級分けがされて，予算も

等級に応じて配分されるようですが，口腔医学院は 

Class３ GradeA で最も高い等級に位置付けられてい

ます．従来，中国は医学部と歯学部は５年制（学士）

でしたが，天津医科大学では２００２年から７年制（学

士・修士一体）も導入しました．現在歯学部は７年制

を３０名，５年制を６０名教育しています．学費は５年

制のほうが７年制の４倍ほど高いようです．このほか

に，修士・博士の大学院があり，３５名が在籍してい

ます．中国は医学・歯学に限らず学歴・資格社会にな

っていて，５年制を卒業して就職してからも，さらに等

級の上の病院に就職するためには，再度大学院に進

学するケースも多いとのことです． 

天津医科大学は本学以外にも世界中の主要な大

学と交流プログラムを締結して，国際的な活動も活発

にしています．本歯学部においても引き続き，教育職

員と学生の両方で交流を進めていく所存です． 

 

 
入学当初から憧れていた南カリフォルニア大学 

（ＵＳＣ）への留学が，ついに選択実習の期間を利用

して実現しました．滞在中，診療前の Pre-session の

見学，授業への参加，また様々な科での診療見学を

させていただきました． 

アメリカでは大学卒業後に歯学部に４年間通います

が，３年時から実際に患者を受けもち，指導医のもと

臨床の現場で治療します．昭和大学では診療見学や

アシストがほとんどでしたが，ＵＳＣの学生はまるで一

人前のドクターのように堂々と診療を行っており，感

銘を受けました．授業では次々と学生が挙手して質

問をする姿にモチベーションの高さや熱心さを感じ，

また知識の豊富さに驚かされました． 

毎日英語に囲まれての実習は，実に刺激的で新鮮

でした．ＵＳＣのスタッフや学生は皆親切にしてくださ

り，恵まれた環境での実習体験でした．実習を通じ，

学生の志の高さや学ぶ姿勢に触れ，自分を見つめ直

す機会を得ること

ができました．歯

科医という共通の

目標を持ちながら，

異文化環境で学ぶ

学生と情報交換や

意思疎通が出来た

ことは，私にとって

大きな財産となり

ました．留学中に

受けた感動や驚き，

貴重な経験を忘れることなく，将来の糧にしたいと思

います．最後にこのような機会を与えて下さった諸先

生方に御礼申し上げます．ありがとうございました． 

 

 
日本補綴歯科学会指導医 取得 

   歯科補綴学講座 樋口大輔 

認定医・専門医などの取得 
    広報委員長 井上 富雄

天津医科大学を訪問しました  
        歯学部長 宮崎 隆

南カリフォルニア大学で選択実習を体験

しました 
Ｄ６ 杉浦美穂
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猛暑の中，７月２日

に第３１回昭和歯学

会総会が開催されま

した．今回は特別講

演１題，上條奨学賞

受賞講演１題，一般

講演２３題の発表が

あり当番教室として

歯科薬理学教室と当

教室が担当させてい

ただきました． 

特別講演は香港大学歯科理工学講座のＤｒ． Jukka 

Pekka Matinlinna 准教授による「Ｗｈａｔ ｄｏ ｗｅ 

ｋｎｏｗ ａｂｏｕｔ ｚｉｒｃｏｎｉａ ａｓ ａ ｄｅｎｔａｌ ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌ 

ｔｏｄａｙ？」というタイトルで，基礎・臨床データを基にジ

ルコニアに関する最近の研究成果についてご講演を

いただきました．本邦においてもジルコニアはインプ

ラント補綴分野で話題の中心であり，大変興味深い

内容でした．上條奨学賞受賞講演は，本学口腔生化

学教室講師の山田 篤 先生が「遺伝子改変動物を

用いた生体機能の解明」と題してご講演いただきまし

た．特にＴＮＦ－αやＣｄｃ４２に関する研究は，本学

の基礎研究レベルの高さを垣間見る思いがしました．

さらに，学位申請の研究内容の公示が一般化したこ

とに伴い，一般講演では多くの大学院生や研究生に

よる発表がありました．また，学部５年生の発表もあ

り，大変活発な質疑応答がなされ定刻を大幅に延長

し，盛会裏に終了しました． 

 

 
今年度も６月２２日から３回に渡りＤ２臨床入門（実

習）が歯科病院において実施されました．本実習は

歯科臨床を２年生という若い学年で体験することで，

今後の授業，実習における理解を得やすいよう４年

前に開始されました．今年度は節電カリキュラムによ

り急遽日程を変更し，従来の７月中旬までのところを

７月１日に終了するよう期間を短縮したため，実習内

容が例年と異なりました． 

「ユニット操作と診療の体験」では，学生が交互に患

者役，歯科医師役となり，実際外来に設置されている

歯科ユニットを操作し口腔内の診察を体験しました． 

「印象採得の経験」では初めて練和するアルジネー

ト印象材に戸惑い，印象採得前に印象材が固まって

しまう学生もおりましたが，失敗も大切な経験です．

あらかじめ一人２回までは印象採得ができるよう準備

を整えておりましたので，２回目には先生方の指導に

より立派な印象を採得することができました． 

学生レポートを確認したところ，「歯科ユニットを初

めて操作することで歯学部学生としての自覚が出て

きた」，「初めての印象採得により将来歯科医師とし

て活躍する自分の姿を想像した」，さらに「今後の歯

科理工実習など材料を扱う実習に対する準備も出来

た」，など学生達にも非常に有意義であったようです． 

大変ご多忙の所，ご指導を頂きました各教室の先

生方，また外来の使用にご配慮頂きました衛生士，

看護士の方々に御礼申し上げます．ありがとうござい

ました． 

 

 
昨年までトライアルで行われていました学部連携病

棟実習が今年度から３期に分けて必修となり，その

第Ⅰ期が６月２０日～２４日に附属７病院の４１病棟

で実施されました．歯学部からは３２名の臨床実習生

（５年生）が参加しました．入院患者の担当医，病棟

看護師，病棟薬剤師を始め多くの大学教職員のＷＳ

などによる十分な準備のもとに行われた成果として，

若干のスケジュールの変更はあったものの殆どのグ

ループが円滑に実習を終えることができました． 

歯学部関連では，４病院（大学病院，藤が丘・横浜

市北部・烏山病院）の歯科室の全面的な協力に加え，

歯科病院臨床科から多くの先生に指導教員，指導歯

科医をお願いし，殆どの入院患者の歯科診察とそれ

に基づくケア計画の立案･実施などがなされました．１

年次からの学部連携の積み上げはあるものの，異な

る学部の学生で構成されたグループでの病棟実習の

ため，最初は戸惑いも見られましたが，金曜日の午

後のまとめ・発表では患者の病態や治療の解析のみ

ならず，退院後の生活や家族の関わり，長期的な

種々のケアや管理など連携病棟実習でしか学べない

内容も多かったとの感想が多く聞かれました． 

学生にとっては，種々の疾患の治療のために入院

中の患者に直接接して，その疾患や服薬等と口腔と

の関連や療養上の口腔衛生管理の全身に及ぼす影

響などを他学部の学生と情報を共有しながら学ぶ経

験を通して歯科医療の多様性と重要性を再確認した

１週間であったと思われます．関連の教職員の皆様

にはこの場をお借りして御礼申し上げます． 

 

 
８月 ６日（土）：歯学部オープンキャンパス 

８月２７日（土）：歯学部オープンキャンパス 

９月１０日（土）：臨床研修歯科医師 採用試験 

９月１１日（日）：歯学部オープンキャンパス 

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

D2 臨床入門が実施されました  
     Ｄ２臨床入門実施責任者 樋口 大輔

D５ 学部連携病棟実習（I 期）が実施

されました  
       口腔衛生学講座 向井 美惠

第３１回昭和歯学会総会開催される 
高齢者歯科学講座 北川 昇
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第１６回夏季スポーツ大会壮行会が７月４日開

催されました．５時から１号館７階で，医学部臨

床感染症学二木教授が「スポーツ選手と感染症」

についてご講演され，引き続き５時３０分から１

号館５階会議室で，壮行会が開催されました．薬

学部荒川学生部長の開式宣言に続いて，片桐学長

が訓辞を述べられ，小口理事長からは，スポーツ

大会に向けての心構えのお話しがありました．さ

らに，４学部を代表して山元薬学部長，瀧本父兄

会副会長がそれぞれ挨拶をされました．医学部同

窓会学内支部長である諸星教授(第一病理学)から，

体連，文連それぞれ３クラブに支部奨励助成金が

授与されました．選手宣誓は剣道部主将永田卓也

君(Ｐ４）が「ベストを尽くし，勝利を目指す」こ

とを声高らかに宣し，グリークラブによる校歌斉

唱をもって終了致しました． 

懇親会ではまず，応援指導部による迫力あるエー

ルが会場内に響き渡り，宮崎医学部学生部長の 

乾杯により会が始ま

りました．大会での

健闘を誓う各クラブ

の学生の活気で会場

内が満ちあふれる中，

石野保健医療学部学

生部長が閉会を宣し，

閉会となりました． 

 

 
５月２３日から６月３日までの２週間，学部連携地域

医療実習に参加しました．この実習を希望した理由

は，「地域に密着した医療について」や「各職種の役

割・重要性を知り，チームでどのようにして連携をとっ

ているのか」を知りたか

ったからです． 

毎日違う施設で実習さ

せていただきました．今

までは外来での歯科診

療だけしか知らなかった

のですが，訪問歯科診療の実際や各職種の役割・異

なった視点で患者さんに接している事を体験すること

が出来ました．また，外来だけではなく訪問診療・訪

問歯科診療・訪問薬局・訪問看護が多くの方に必要

とされていることも知りました．最善の医療を提供でき

るようにチームで連携をとり，情報共有していることを

知り，チームで協力することの重要性を学ぶことが出

来ました．実際の現場を知ることが出来たのはとても

貴重な経験だったと思います．このような４学部連携

という昭和大学ならではの実習に参加することが出

来て本当に良かったと思います．今回の体験や気持

ちを忘れないようにしたいと思いました． 

このような機会を設けてくださった実習現場の鈴木

央先生，向井美惠教授，中川量晴先生をはじめ多く

の先生方にこの場を借りて深く感謝申し上げます． 

 

 
６月１５日から１８

日にギリシャ・アテネ

の国際小児歯科学会

に参加しました．学会

会 場 は Lykavittos 

Hill（頂上はアテネで

最も標高が高い場所

で，市街が一望できる

ようです）の近くにあ

り，静かで国際学会には最適な環境でした． 

国際小児歯科学会は世界最大規模の小児歯科学

会であり，２年に１度開催されています．当教室

からは，井上美津子先生，浅里仁先生，大学院生

の窪野美乃先生，私の４名が参加しました． 

今回の学会では「う蝕」「咬合誘導」「有病児への

対応」など子ども達の問題だけではなく，妊娠中

の母体に対する歯科治療や出生前診断についてな

ど幅広い分野での発表があり大変勉強になりまし

た．子どもと両親を取り巻く環境が近年大きく変

化しており，よりよい診療をするには幅広い知識

が必要であると痛感しました． 

私達がギリシャを訪問した期間はデモやストが

あり大変でしたが，貴重な経験をすることができ

ました．今回学んだ多くのことを臨床で活かして

いきたいと思います． 
 

 
 

 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １８,７０８ ７１９．５ ６９４．６ ７３２．０

入院患者 ３６７ １２．２ １２．３ １４．４
 

 
今年は，かなりの節電対策の中ですが夏休みの賑わ

いは健在のようです．お忙しいところ原稿を執筆して

いただいた皆様には心より感謝申し上げます． 

編集後記  小児成育歯科学講座 小田 訓子

診療統計（平成２３年６月分） 
医事課長 久米 徳明

第１６回夏季スポーツ大会壮行会が開催

されました 
歯学部学生部長 上條 竜太郎

第２３回国際小児歯科学会で発表しま

した  
     小児成育歯科学講座 杉山 智美

学部連携地域医療実習を体験しました 
        Ｄ６ 船登 咲映


